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　伊豆半島の陰影豊かな海岸線と煌めく水平線を望む静岡県伊東市宇

テル、ホテル「ふたり木もれ陽」が誕生した。煌めく海・空・山を望む絶景の
リゾート。天空の宿として、客室からレストラン、展望風呂、インガーデンな
どで、「ふたり」をコンセプトにした「時間」と「空間」と「食」と「ホスピタリ
ティ」を追求している。
　全室100㎡を超える客室空間、コンセプトが異なる全10室を揃え、１日
10組限定でバトラー制によるホスピタリティで「お客様とスタッフの間に、
心がつながるかたち」を目指して究極のホテルづくりがスタートした。
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全室オーシャンビュー。180度以上の大パノラマが広がる
海を臨む丘に佇む、ふたりのための秘密の別荘
客室テラスから絶景を独占
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P R O F I L E
静岡県生まれの37歳。教育、健康、サービス、エネル
ギー業界での多彩な業務経験を活かし、この７年間は
東北から関西まで展開するホテルグループの取締役と
して東奔西走。現在、㈱アクア・グリーンの社長として、
生まれ育った静岡の地で、日本を代表するホテルづくり
を目標に掲げている
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　「窓は鳥が飛ぶ高さにつくりなさい」
と語った建築家がいました。鳥の目線
で海と空を望む秘密の別荘……ホテ
ル「ふたり木もれ陽」は、伊東市宇佐
美の絶好のロケーションを得て、こうし
た発想を具現化することに成功しまし
た。コンセプトの異なる全10室はすべ
て海側に大きく開けた窓と展望露天
風呂を備えており、雄大な大自然の
絶景をお客さまが独り占めできるとい
う点が、他のホテルにはない特徴の
一つです。
　そんな特徴を最大限に活かすた
め、ホテルのハードおよびソフトの充実
を図りました。各客室に設けられた展

ます。客室内はベッドスペースとお風
呂のスペースをつなぐ、広 と々したイン
ガーデン・スペースを設け、大自然の
環境につつまれ、ゆっくりくつろいでい
ただくほか、朝食もインガーデンでゆっ
たりお楽しみいただけます。
　システム面では、日本の高級ホテ
ル・旅館ではむずかしいと言われてき
た「オールインクルーシブ」料金を実
現したのもその一つ。夕食・朝食はも
ちろん、客室のミニバー、ディナーや
バータイムの飲み物もすべて宿泊料
金に含めており、お好きなものをお好き
なだけお楽しみいただけます。
　また、チェックインからチェックアウ
トまでのあらゆるシーンで、きめ細や
かなスタッフ対応を実践し、究極のス
モールラグジュアリーホテルを実現し
ています。

ジオスイート 1号室
ジオスイート 2号室
ジャパニーズスイート 4号室
広 と々したパウダールーム
プレミアムスイート（5号室）とストーンSPAス
イート（10号室）は専用岩盤浴ルーム付き
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P R O F I L E
大学卒業後、一年間のアメリカ留学。帰国後にビジ
ネスホテルや外国人向け研修施設のフロントを経験
し、2004年に伊豆高原のリゾートホテルへ勤務。その
後、伊豆のオーベルジュのオープニングスタッフとして
シェフ名苗と出会う。シニアバトラー、副支配人を経験
後16年ホテルふたり木もれ陽の支配人に就任。『顔
の見えるサービス』を信条にゲストが身を委ねてくつろ
げるホテルづくりを目指す。
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　私はこれまでいくつかのリゾートホ
テルやオーベルジュでさまざまな経験
をさせてもらいました。一昨年の夏、
縁があって、建設予定地に案内され、
この雄大な景色を見てひたすら感動
しました。こんなに素晴らしいロケー
ションはいままで見たことがない。その
感動が、私のホテルふたり木もれ陽
での原点になっています。ホテルオー
プンを迎え、ここは日本一のスモール
ラグジュアリーホテルになるとあらため
て確信しています。
　サービス面で私がこだわるのは、お
客さまとの距離感です。一般のホテル
では、チェックイン時はフロントマンが
対応し、食事はレストランスタッフという
ように、役割分担がなされています。
一見合理的ですが、お客さまは大勢
のスタッフに囲まれて落ち着きません。
私どものホテルでは「バトラー制」を導
入し、お出迎えからお見送りまで１人
のスタッフが担当することでお客さまを
「個」として尊重し、「信頼」と「安心
感」を醸成します。もちろんずっとつきっ
きりではなく、お客さまが必要なときに
速やかに対応する。この距離感こそ
が究極のスモールラグジュアリーのホ
スピタリティで重要なのだと考えます。
　「ラグジュアリーの価値は美術のよ
うなもの」と思っています。モナリザの
絵は多くの人に知られていますが、本
当の素晴らしさは実物を見なければ
わかりません。「ふたり木もれ陽」はまさ
に、この「場」を体験した人にしかわか
らない「言葉」や「理論」を超えた「感
動」を提供できる究極のスモールラグ
ジュアリーホテルになると思います。

名 称 ホテルふたり木もれ陽
所 在 地 静岡県伊東市宇佐美3594-809
T E L 0557-52-6510
オ ー プ ン 2016年7月9日
運 営 主 体 ㈱アクア・グリーン
敷 地 面 積 3,215.56㎡
構造・規模 RC造（一部木造）・地下2階地上4階建て
延 床 面 積 2,724.50㎡
客 室 数 10室

施 設 内 容
［屋上］駐車場10台/［2～3階］客室 全10室
（全室100㎡）/［1階］フロント・ロビー/［地下1

トスレ］階2下地［/ドッベ3 APS、席8ジンウラ］階
ラン22席/エステ

U R L http://www.komorebi.bz

施設概要

客室内のインガーデンには大きなデイベッド
を用意
朝食はインガーデンで提供される
エステルーム「KOMORE SPA」
プレミアムスイート5号室専用絶景露天風呂
熟練のセラピストによる極上の癒し
全室源泉かけ流しの絶景展望風呂付も
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P R O F I L E
辻調理師学校を卒業後、都内高級レストランで修業を
積み、伊豆のオーベルジュ、鹿児島のオーベルジュに
て副料理長を歴任、2016年2月、ホテルふたり木もれ
陽の料理長に就任。地元の食材、生産者にこだわり、
契約農家、漁師、酪農家、養鶏場などから貴重な食材
を少しずつ調達しました。ふたり木もれ陽でしか口にす
ることのできない唯一無二の料理づくりを目指し、複雑
にならないギリギリのシンプルさを追求。シェフ名苗の
新たな挑戦がはじまる
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　幼少時から料理人を志し、これまで
も都内の有名料理店などでフランス
料理を中心に修行を積んできました。
今回、山縣社長から繰り返し熱心に
お誘いをいただき、料理長という大役
を、決心しました。
　ホテルに宿泊するお客さまにとっ
て、料理は大きなウエイトを占めるもの
です。場所柄、新鮮な海の幸、山の
幸には事欠きません。ここでしか味わ
えないローカルな食材はもちろん、伊
勢エビなどの一般的な食材でも新し
い美味しさを引き出し、驚きや楽しさを
提供したいと思います。
　スモールラグジュアリーホテルに
あっては、お客さま１人ひとりと向き合
うことも大切です。10組のお客さまが
いらっしゃれば、10通りのメニューを提
供することが私の理想。また、１度ご
利用いただいたお客さまの嗜好など
をリピート時の料理に反映させること
で、利用を重ねるたびに楽しくなる、そ
んな料理を提供したいですね。
　料理人としての私が目指すのは「ギ
リギリのシンプルさ」。フランス料理は、
手を加えることによって食材のよさを引
き出しますが、新鮮な食材は手を加え
ないほうが引き立つ場合もあります。
食材を提供してくれる地場の生産者
さんの思いをお客さまに伝えるつもり
で、絶妙なバランスを図りながら唯一
無二の料理を提供していきます。

レストラン
カウンターと個室の席を用意
朝食は部屋へ。洋朝食と和朝食から選ぶことがで
きる
岡村牛ランプ肉の低温ロースト
大富農園のブルーベリーとマスカルポーネのムース 
さまざまな食感で
伊勢海老のロースト その出汁で炊いたおじや
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